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との一つに、名誉教授の授与に関する規程の
改定がある。それまでの規程を改定し、短期間
の在籍であっても顕著な貢献があった者に対し
て名誉教授の称号を授与する道を開いたことで
あった。
表だっては言わないとしても、それが天野先
生のご功績を意識しての改定であったことは、
誰もが認めるところである。
天野先生に接したすべての者が感じたであろ
う情熱から、私自身も多くのことを学ばせてい
ただいた。天野先生は逝かれても、関学と総合
政策学部を見守っていてくださるに違いない。
いまも天国で情熱と愛情をもって関学に対して
「苦言」を呈しておられるかもしれない。私ども
は、その思いに応えるべく努力する責任がある。
力の及ぶ範囲で全力をもってその責任を果たす
ことをお誓い申し上げて、天野先生への感謝と
追悼の一文としたい。
天野明弘先生、ありがとうございました。
平松一夫（ひらまつ　かずお　関西学院大学商学
部 教授）
